
　コンペティションは2段階で審査します。一次審査で8案程度を選考し、最終
審査に向けて審査委員会からの助言を提示します。最終審査は、修正案のプレゼ
ンテーションと質疑応答を公開で行い、最優秀賞、優秀賞、特別賞を表彰します。

Challenge❶では審査委員として助言・評価
Challenge❷では建築計画案作成のための技術的な指導・監修
Challenge❸では基本設計段階の課題に対する助言など
みなさんの提案の実現を支援します。

　コンペティションで選考された上位3者の学生
には「建築計画検討ワーキング会議」に参加して
いただきます。「アドバイザー」の指導のもと関係
者と意見交換しながら、それぞれの提案内容を具
体化します。

　実現性が高く最も効果的な提案を設計方針に採
用します。その後設計事務所が行う設計の段階で、
業務に参加していただきます。
※提案がそのまま設計に反映されるとは限りません。また
　設計業務への参加の範囲や方法などの詳細は、参加す
　る学生の意向等を踏まえ、協議により決定します。
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